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プ ロ フ ァ イ リン グマ ネ ジ メ ン トとシ ス テ ム ズ ア プ ロ
ー

チ　再考

Second　Thought　on 　Systems　Approach 　in　P2M 　Profiling　Management

岩下幸功 YUkinoriIWASHITA ］

　前論 （Journal　of　IAP2M　Vol．2，　No，2　Feb，2008 ） にて 、　 P2M に お けるプ 「・フ ァ イ リン グ マ ネジ メ ン トと

シ ス テ ム ズ ア ブ ロ
ー

チ に っ い て 考察 し、若干 の イ ン プ リケ
ー

シ ョ ン を行 っ た n そ れ は（SSM 十APM ）モ デ ル

と い うもの で 、構想 フ ＝
一ズ で SSM （Soft　Systems 　Methodology ）を、実行 フ ［一ズ で APM （Agile　Project

Management ｝を 組み 込 ん だ、　 P2M の 次世代バ
ー

ジ ョ ン の 開発 へ の 期 待 とい うもの で あ っ た c 本論 で は 、

そ の 後 の 実証 研 究を 踏 ま え、こ の イ ン プ リケ
ーシ ョ ン に対 す る再考 を行 う。

キ
ー

ワ
ー

ド ： 演繹的プ ロ フ ァ イ ル 、帰納 的ブ ロ フ ァ イ ル 、仮説形成的 プロ フ ァ イル 、プロ フ ァ イ リン グ モ

デ ル 、シ ス テ ム 解析、シ ス テ ム 合成、シ ス テ ム 仮説 形成、シ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リン グモ デル

　 On 　my 　previous 　paper （Journal 　of 　IAI’2M 　Vol．2，　No．2　Feb．2008 ）　 1　examined 　approach 　variatlons 　fer

the 　systems 　approach 　method 　in　P2M 　Pro 翻 ng 　manage 皿 ent 　and 　presented 　some 　implications　to　P2M ．

Therein 　I　proposed 　a 　possibility　to　develop 　a 　next 　version 　of　P2M 　using 　such 　as （SSM ＋APM ）model ，

which 　SSM （Soft　Systems 　Methodology ）in　Program 　plaIlning　and 　APM （Agile 　Project　Management ）in

Project　 executing ，　 This　paper 　describes　 the　 second 　thought　 on 　them　 threugh　 more 　 examinations ．

afしertvar
’ds．

Keywords ：Deduct重ve 　Profile（DP ），　Inductive　Profile（IP），　Abductive　Profile（AbP），　Profiling　Model（PM ），

Systems　Analysis（SA），　Systoms　Synthesis（SS），　Systems　Abduetion （SAb），　Sy呂tems 　Profiling　Model（SPM ）

1 ． P2M へ の イ ン プ リケ
ー

シ ョ ン

　我 々 が直面す る 問題状況は ますます 高度化 し、複雑化 し、変化が激 し くな っ て い る。こ の よ う

な現実に対 し、硬直化 し た従来型 の ウォ
ータ フ ォ

ー
ル 型 フ ェ

ーズ ドア プ ロ
ー

チ の み で は対応 が難

し くな っ て い る。今回 の ス タ デ ィ
ーを通 じて 浮か び上が っ た 二 つ の 潮流（SSM ＋ APM ）か ら、P2M

へ の 若干 の イ ン プ リ ケ
ー

シ ョ ン を 行 う。

107

1，（有）シ ン ク ク リ エ イ ト

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



International Association of P2M

NII-Electronic Library Service

工nternational 　 Assooiation 　of 　P2M

Journal 　of 　IAP2M Y．Iwashita

P2M へ の インプリケーシ1ン

　 フ ェーズ 1

隅査既 究相

1プ ログラ厶 計画）

概念 構想を固め るフェーズ で ある。
「全体 は どうなって い る の か lt「全体 の

概念 「ま何か 」．か らア プ ローチ し プロ グ

ラ ム の 基本構憩 げ ログラム 計画 ｝を策

定 する。予傭解orCFS，FeaSiblLトty
St凵dy｝とも衰現され 濡十画 の 実現可能
性 の検肘も行わ れる。実 行しようとして

いる仕事の全プ ログラム を調査 し、全
体 の 意見を統

一
する．そして、必 要な

情 報を収集す る。

SSM の フレーム ワ ーク

　 フエーズ 2

　 探求計画相

〔プロジェクト計 画 1 ｝

プロ グラ ム 計 画 の 概

念に基づき．「問題は
何か」をその 解決策
も各 め て 明 ら か に す

る定義フエーズ で ある．

　 フエーズ 3

　 開発計 画相

〔プロジェクト計画 ff）

フェーズ 4

鯑 ，

プ ロ ジェク ト計 画 E 「具 体

的 に どう進めるの か jと
い う観点か らの プ ロ ジZ

ク ト設 計 を行うフ ェーズ で

ある。こ の 梱は．開発プ

ロ ジェクトの実行が決定
した の ち に お い て の み 開

始される、朋発の 目的と

手段を明確 にした実行

のための計画を作成す

る。

．
具 体 的 な シ ス テ ム の

開 発 や 製作を「実行

し、評価する1フェー
ズ で ある、こ の 仕事

はシステム 工 学の手

か ら離れ、開発鄙門

に移 管される。シス

テム工学の役 割は

要 求事項を詳細に し、
開発の実行を評価

・
支擾するこ とで ある。

フェーズ 5　　 　　 フェーズ 6

運用相　　 　　 　 終 緒相

（実行 m 　 　 　 〔廃棄 ・再利用 ）

APM のフ レー厶 ワーク

シ ス テ 厶 を導 入 運 　 　「学習 （レ ッ ス ン

用 し．「改善 を重ね 　 ズラ
ー

ンド）」す

る jフェーズである．　 ること、学習し

こ れまで の 仕事 が 　 た内容を次のブ

す ぺ て終 了した時　 　ロジェ クトやプロ
に始まり、開発さ　 　 ゲラムに引き継

れ

わ

続

用

　 アブローテ

構謦 思 索　　 屬

　　　　　　一
圃

＼．一一．．一．．一．．一．．一一．．一．L．一一．一．一．、r＿．一一．ノ
　 　 イテ レーシ ョ ン （lteratien ：繰 り返 し）

　 　 　 　 　 　 L ＿

　上記の （SSM ＋ APM ）モ デ ル は 、 最上流 の 構 想 フ ェ
ーズ で SSM モ デ ル を使用 し た広域的なプ ロ

フ ァ イ リン グ を行 い 、そ こ で 抽出 された 「変革案 （あ る べ き姿）」 をプ ロ ジ ェ ク トビ ジ ョ ン と し

て 、APM の構想に 受け渡す概念を示 した コ ン バ イ ン モ デ ル で あ る。受け た プ ロ ジ ェ ク トビ ジ ョ

ン を実現す るた め に 、APM モ デ ル で は イ テ レ ーシ ョ ン プ ロ セ ス で 環境適応 を行 う。こ れは実行

フ ェ
ーズ に お け る、局所的なプ ロ フ ァ イ リ ン グ と位置づ ける こ とが で きる。こ れ に よ り構想段階

で の 「正 し い 目的（Wha り」へ の 合意 （ア コ モ デー
シ ョ ン ）の 獲得 と、実行段 階で の 環境変化 に対す

る 「正 し い 対応（How ）」 を実施する こ とで 、プ ロ グラム ライ フ サイ クル を通 じて の 環境適応が可

能 に な る と 考 え る。極 め て 日本的 な カ ル チ ャ
ーに 近 い 概 念 で あ る。

2 ． プ ロ フ ァ イ リン グマ ネジ メ ン ト

2．1 プ ロ フ ァ イ リン グ とは

蠶鑼饗蠶曇 蓁こ 慧蠶

〔蒭 師 i動
200s ．08 ．20 sgncreabe　ee．面  ．

108 Vol．3
，
No ．2 （March ，

2009 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



International Association of P2M

NII-Electronic Library Service

工nternational 　 Assooiation 　of 　P2M

岩 下 幸功 国 際 プ ロ ジ ェ ク ト・プ ロ グ ラ ム 学 会 誌

　プ ロ フ ァ イ リン グ（Profiling）とは 「前 へ （pro）＋ 糸 を紡 ぐ（file）
一
→ 形 を描 く」 とい うと こ ろか ら 、

「犯罪捜査 に お い て 、分析 に 基 づ き、 犯 人な どの 人物像や事件 の 輪郭（outline＞を描 く こ と」 を意

味する 。諸 々 の 情報か ら犯人像 を組み 立 て る 「推理 」の よ うな も の で あ る 。 こ の 推理 の 方 法 には 、

演繹的プ ロ フ ァ イ ル （Deductive　Profile＞と帰糸内的プ ロ フ ァ イ ル （lnductive　Profile）とがあ る と言

われ る。演繹 とは 「前提の 命題か ら、経験に 頼 らず、系統的な論理規則に従 っ て 、必然的結論を

導 く」 こ とで あ り、帰納 とは 「個 々 の 具体的事実か ら、実験的な
一

般的命題 ・法則を導く」推論

の こ と で あ る。

　 演 繹的 プ ロ フ ァ イル で は 「人 間 の 行動 に は法則性 が あ り、統 計 か ら推測 で きる」 とい う考 え 方

に基 づ き、過去 の デ
ー

タか ら人 間 の 行 動 ・感 情 を類型化 して 客観 的指標を設 定す る とい う 「行動

様 式分類 」 型 の 推理 を行 う。
こ れ には限 られ たサ ン プ ル か ら

一
般論 を導 い て しま うこ と、また 、

デー
タが す べ て 過 去 の もの で あ る とい う限界 もあ る。従 っ て、無実の 人を犯人 として 特定 して し

ま う危険性 を本質的 に内在 して い る こ とになる。

　
一

方、帰納 的プ ロ フ ァ イ ル で は 「現場 で 実際に起 きた こ とに しか手が か りはな い 」 とい う考え

方 に 基 づ き、現場 の 証拠 の み か ら犯人 の 動機 ・性質を推 論す る とい う 「行動証拠 分析 」 型 の 推 理

を行 う。他の 犯罪者 の 情報 は
一

切考慮 し な い 。現場が 日常的 に行 っ て い る推理 を理 論化
・体系化

し た もの ともい えるが、犯 人が現場に 残 し た証拠か ら推論す るた め に、分析を行 っ た の が 誰か に

よ っ て 結論が 大幅 に違 っ て くる。従 っ て 、幅広 い 経験 と学識が 必要 にな る し、幅広 い 知見 を持 っ

人材 の 育成は簡単にはで きない とい う限界 もあ る。

　 こ の よ うに 両者 は、起源 ・方法論
・
分析 法が根本 的に違 っ て い る。従 っ て 、「演 繹 か帰納 か 」

とい う発想で は なく、「両方 とも使 う」 とい う、両者を止 揚す る柔軟な発想 が必要 にな っ て くる。

そ し て IE揚 され た柔軟な発想 の 中 か ら仮説形成 （ア ブダク シ ョ ン ：abduction ）と表現 され る プ ロ

フ ァ イ ル （Abductive　Profile）カミ出現する と考える 。
こ の ア ブダク シ ョ ン とは 「事実 か らは 直接観

察 し え ぬ 、別 種の 事 実を閃 く」 こ とを意味 し、可謬性 は 高い が 、 発 見 に 向い た推論形式 だ と C ．S．
パ ー

ス は 説 く。所謂、第六感的な 閃き で ある。帰納法に 似た拡張推論で あるが 、帰納 とア ブ ダク

シ ョ ン の 違 い は 、帰納は 「観察され た事実の
…

般化を行 う」 だけで ある の に 対 し、ア ブダク シ ョ

ン は 「事実を説明する原理 ・法則 ・理論 ・概念の 発 見を行 う」。また ア ブ ダク シ ョ ン が 発 見 しよ

うとす る の は 、観察 された の とは別の 種類 の 事実で ある こ とが しばしばある。観察できない 事実

で あ る こ とも し ば し ば で あ る。更に、帰納は 「正 当の 文脈 」 にお い て 、仮説 や理論 を テ ス トす る

推論で あ る。
一
方、ア ブダク シ ョ ン は 「発 見 の 文脈 」 にお い て 、仮説 や理論 を発案す る推論 で あ

る c 帰 納よ り は 大 き く飛 躍 し た 閃 きや発 見 を伴 う推論 とい え る。

　 以 上 の よ うな 三 っ の 推理 を連携 させ な が ら 、 求む べ き解を 「炙 り出 し」 て い くの が、犯 罪捜査

におけ るプ ロ フ ァ イ リン グモ デル （Profiling　Model：PM ）で あ り、人間本来 の 推論思考過程に 沿 う

も の で ある と考 え られ る。

2
，
2P2M に お け るプ ロ フ ァ イ リ ン グマ ネジ メン トとは

難騾覊罍 i灘韈叢羅韈，

！欝 濃
ゲ

，

誌濕》 9
　。 灘

P

鸚獵 謡鷺 乏 到
　　　　　　　　　 晒呵＿
　 　 　 　 lP2M の フ レー厶 ワーク ｝

 
T 。−B ・ iM

。蝉

20ae 、osro Sy 門crsateth、Ud

　 　 　 　 　 　 　  　　　　 闘融曜
　 　 　 　 　 　 　 G 置P

，  　 湘鰡
鯊

融 喇 ・
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　P2M に お ける ブ ロ フ ァ イ リン グマ ネジメ ン トの 考 え方 は、「あ りの まま の 姿（As−ls　Modei）」 を

認識 し、洞察力を もっ て 全体使命を多元的に解釈 し、幅広 い 価値体系 と して 表現 し た 「あ る べ き

姿（To−Be　Model）」 を描 く、と抽象的 な表現 に な っ て い る u こ れ は 、
．
見実世界 の 重要 な問題 ほ 次

の よ うに定式化 で き るとい う見方で あ る、， つ ま り、To−Be　Model とい う望 ま しい 状態 と、As−ls
Model とい う現在 の 状態 が あ り、As −lsか ら To−Be に 到 達する に は い ろ い ろな道筋 （シ ナ リオ）

が あ る とい う考 え方 で あ る 。
こ の 考え方に よれ ば、問題解決 とは To−Be と As−lsを 1まっ き りさせ 、

As−ls と To−Be の 差 を解消 す る ため の 最善 の 手段 を 選 択する（Gap 　Analysis）こ とで ある。 こ こ で

は 、 それぞれ の モ デ ル を描 くた め の 洞察力 と し て 、前述 の 演繹 的プ ロ フ ァ イ ル （Deductive　Profile）、
帰納 的 プ ロ フ ァ イ ル （lnductive　Profile）、及び 仮説形成的プ ロ フ ァ イ ル （Abductive　Profile）力漣 携 し

なが ら、プ ロ フ ァ イ リ ン グモ デ ル （Profiling　Model ： PM ）を炙 り出す こ とで 、価値創 造 モ デル を形

成す る と考え る。

3 ． シ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リン グ

2998 ．os ．20 Syncre αbe　de．　Lbdi

　 シ ス テ ム ズ ア プ ロ
ーチ に お け るプ ロ フ ァ イ リ ン グ は、シ ス テ ム ズプ ロ フ ァ イ リ ン グ モ デ ル

（Systems　Profiling　Model ： SPM ）と し て 認識 さ れ 、 3 つ の 要 素か ら構 成 され る と考え る。 シ ス テ

ム 解析（Systems　Analysis：SA ）、シ ス テ ム 合成（Systems　Synthesis：SS ）、及 び シ ス テ ム 仮説 形成

（Systems　Abduction：SAb）である。

　 シ ス テ ム 解析 （Systems 　Analysis： SA）とは、「解き放 つ 、分離す る」 とい う Analysisの 語源 か

ら、あ るも の （感覚 の 対象物で あれ知 覚の 対象物で あれ）を組 み 立 て て い る部分 あるい は要素に

分解す る こ とを意 味す る。シ ス テ ム （全 体） が 存在 し、そ の サ ブ シ ス テ ム （部分）を明確 化す る

こ とが 目的に なる。従 っ て 、演繹的な トッ プ ダウ ン 型 の 思考過程に なる。例えば、会社シ ス テ ム

（全 体）が 存在す る。そ の 構成要素 と し て の 開発部門、製造部門、販 売部門、人 事部門、経理 部

門、…　 等 の サ ブ シ ス テ ム （部分）個 々 の 目的 ・
目標、制約 条件、属性 な どを明 らか に する こ

と で あ る。

　 シ ス テ ム 合成（Systems　Synthesis ： SS ＞とは 、「共 に 置 く、集 め る 」 とい う Synthesis の 語源 か

ら 、
1 つ の 全 体 を構成 する た め に 、 部分 ある い は要素 を組み 立 て た り、 組 み合 わせ た りす る こ と

を意 味す る。ま ずサ ブ シ ス テ ム （部分 ） が存在 し、そ の 親 と し て の シ ス テ ム （全 体 目的） を 最適
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化す る よ うに 、サ ブ シ ス テ ム （構成要素）間の 相互 関係 を明確にす る こ とが 口的 となる。従 っ て 、

帰納的なボ トム ア ッ プ型 の 思考過程に な る。例えば、開発部門、製造部門、販 売部門、人事部門、

経 理 部門、…　 等の 会社 の 構成要 素 （サ ブ シ ス テ ム ）が 存在す る とい う前提 の 下 で 、［社会 に 貢

献 し、利益 を得る会社 にする 」 と い う全 体 目的 （シ ス テ ム ）を 実現する た め に、ど の よ う な会社

組織に組み 合わ せ た ら よ い か とい う こ とを考え 70，、

　シ ス テ ム仮説形成 （Systems　Abduction： SAb）とは、「閃 く、発 見する」 とい う Abductionの 意

味 か ら、観察 された の とは別 の 種類 の 文脈 にお い て、仮 説や理 論 を発案す る仮説形成的な ヒ ュ リ

ス テ ィ ッ ク（heuristic）型 の 思考過 程 にな るtt こ の 思考過程 に つ い て は、未 だ明確 な論拠 は示せ な

い が 、多分に SA と SS 間で の 、ある種濃密なイ ン タラ ク シ ョ ン の 中で 、セ レ ン デ ュ ピ テ ィ

（serendipity ）的な閃 き が 訪 れ る もの と考え られ る tt

　既 に存在する 自然物を解明す る物理 学の よ うな分野 で は 、ア ナ リ シ ス が極 め て有効で ある の に

対 して 、人間 に役 立 つ 人 工物 を創 り 出す よ うな場合には、ア ナ リシ ス だ けでは レ分で な く、シ ン

セ シ ス が不可欠 な もの となる。
こ こ で対象 とす る人 工物 とは、目的 と環 境を持 っ シ ス テ ム であ っ

て 、使 用 され る環境 で シ ス テ ム の 機 能が 目的 を満 たす よ うに、そ の 構造 を決定す る こ とが シ ン セ

シ ス と捉 える。 トッ プダ ウ ン 的 ア プ ロ
ー

チ （ア ナ リシ ス ）だ けで は限界が あ り、ボ トム ア ッ プ的

ア プ ロ
ー

チ （シ ン セ シ ス ）に加 え、更に はイ ン タラクテ ィ ブな仮説形成 （ア ブダク シ ョ ン ）的な

方 法論が 必 要 で あ る とい う主 旨で あ る。

3。1SSM で の シ ス テ ム ズプ ロ フ ァ イ リン グ

岫象 思考

  フ V”“ 7 ”e’
　9

  AS ・ls　Model
tt　 SA

現実 世界

SAb

靆野驚 ：
tttSS

．

  Gap 　Analysis
ス テ
ー

ジ5
現実世界

との 比 穀

ス子
一γ1

閤題状8
の 構造化

ス予
一ノ2

関 逼 シ k テ ム

の選択

ス テ
ー

ジe

変革 1
の 作成

ス T 一ジ7
変革案

の 霎行

〔価 値創造モデル ）

2伽 ．08，20 Syncreade ｛IOt　L 鰄 ．

　 SSM の フ レ
ーム ワ

ー
ク （7 ス テ

ージ モ デル 〉 を上下反転 し、　 P2M の プ ロ フ ァ イ リン グモ デ ル

で あ る価値創 造 モ デル （As −lsffo−Be　Model＞に置 き換 え て み る 。

　 ス テ
ージ 1 と 2 は、

Td

表現
”
フ ェ

ーズ で あ り、
”F．e題 ’

自体 で はな く、問題 が存在す る と認 め られ

た 状況 に つ い て 、で き るだ け豊富 な絵を描 く こ と が 試み られ る。 こ れ が リッ チ ピ クチ ャ （As−ls

Model）で あ る。次に 、ス テ ージ 3 と 4 は 、
”
合成

”
フ ェ

ーズ で あ り、推定された 問題 に 関連が あ

る と思わ れ る シ ス テ ム を い くつ か 同 定す る こ と、そ れ らの シ ス テ ム が何で あ る か 、の 簡明な定義

をす る こ とか らな る。ス テ
ー

ジ 3 に お け る こ れ らの 定義は
’
根 底定義（root 　definition）

”
と呼 1まれ 、
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選 ばれ た シ ス テ ム の 基本的性 質を
”
抽象思考

“
の 世界で 、ゼ ロ ベ ー

ス で 捉え直 し、表現す る こ と が

意図 され て い る。ス テ
ー

ジ 4 で は根底 定義 にお い て名づ けられ、定義 された人 間活動 シ ス テ ム

の 概念 モ デ ル を作 る。根 底定義 に よ っ て 記 述 され た 人間活 動 シ ス テ ム が 必 要 とす る、理想 モ デル

（To−Be　Model ）を炙 り出す。更 に、ス テ ージ 5
，
6

，
7 は

”
解析

”
フ ェ

ーズ で あ り、ス テ
ージ 4 か ら

ス テ ージ 5 へ と改め て
”
n 実世界

”
へ 運び込 まれ 、そ こ に存在す るも の に つ い て の 認識 と突き合 わ

せ られ る。 こ の
”

比較（Gap　Analysis）
”

の 目的は闇題状 況 に い る関係者 との デ ィ ベ ー
ト （議論） を

巻き起 こ す こ とで あ り、状況 の 異な っ た利害 関係 者間で 、落 し ど こ ろを見つ け る こ とで ある。ス

テ
ー

ジ 6 にお い て は 、同時 に 二 つ の 基 準を満たす、可能な変革を定義する こ とに なる。そ の 二

とは、それ らの 変革が望 ま しい こ と（desirable）で あ り、実行可能（feasible）で ある か とい うこ とで

あ る。ス テ
ー

ジ 7 は 問題状況改善 の た め の ス テ ージ 6 に 基 づ い た 行為 をとる こ とで あ る 。

　 SSM は 、こ の よ うな多様な価値観が 複雑に絡み合 っ た 状態 の 中 か ら 、 意味の 探求 をす るア プ

ロ ー
チ と し て 誕 生 し た。SSM の キ

ーワー
ドは 「ア コ モ デー

シ ョ ン （accommodation ：折 り合 い 」

であ る。異なる立場や異なる価値観で の
一

方 的 な統
一

は求 めず 、違 い は違い の ま ま、お互 い に 自

分 を相手 に合わせ て 調整 しあ っ て 、折 り合 える点を探 す プ ロ セ ス で あ る。お互 い の 立場や前提だ

け で な く、自分 自身 が無意識 に持 っ て い る価値観 （メ ン タル モ デ ル ）を、周囲の 状況に つ い て 学

習 し理解を深 め る こ とで 自己修 正 し なが ら、関係者 に とっ て受容可能な代替案を作成 し、合意に

近 づ く こ とを期待す る の で あ る。こ の 探索プ ロ セ ス を シ ス テ ム と し て 作 り 出す こ と を ソ フ トシ ス

テ ム ズ ア プ n ・・一チ とい う。

　 詰ま りは 、SSM の フ レー ム ワー
クは、ソ フ トシ ス テ ム ズ ア プ ロ

ー
チにお ける、大域的 な ソ フ

トシ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リン グモ デ ル （Soft　Systems　Profiling　 M◎del： SSPM ）と位置づ ける こ と

が で き る。

3．2APM で の シ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リン グ

覊

靉
綱 。涛 卿 ，礎 ＿ 蠶鑞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鑞 灘 認　 va 轢

　 　 　 　 　 イ 　レ　シ：ン／［taratOn　 ビな じ

ビ ジ ネλやnVSnの ／
．一

盛謙 櫛
一一．一．．一．．一．一一

融 醸 霧 丶 、
ビ ジョンの 明 確 化・「　　　 仮 説 定 鐘 　　　　　　並 列 的で反 琶 的 に 案 ff，
　 構想　・　　 　 l

onVl51　n　
L
　 　 　 　 　 ．

　 　 　 2　 　 　 ：

　 　 　
」、　　 　 ・

＿ ＿ 吻 9

（価値実現モデル ）

2 σ 08．08 ．20 Syncreate 　th ．　L膩

　APM の フ レ
ー

ム ワ
ー

ク は、構想
一

思 索
一

探 索
一

適応
一

終 結 の イ テ レ
ー

シ ョ ン モ デ ル か ら成 る。
こ れは シ ス テ ム ズ エ ン ジニ ア リ ン グ プ ロ セ ス 、  問題 の 設 定

一
  目的の 定義

一  シ ス テ ム 合成
一

  シ ス テ ム 解析
一  最適案の 選択

一  行 動計画 の 作成、とい う価値実 現 モ デ ル に整合 す る こ とが

112 Vol．3，No．2 （March ，2009）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



International Association of P2M

NII-Electronic Library Service

工nternatlonal 　 Assoolatlon 　of 　P2M

岩 卜幸功 国 際プ m ジ ェ ク ト ・プ ロ グラ ム 学会誌

分か る。即 ち、構想 （（envision ）とは、ビ ジネ ス や製品 の ビ ジ ョ ン の 明確 化、将 来像 を考察 し描 く

こ とで あ る。こ れ は  問題 の 設定 に相当す る 。 思索（speculate ）とは、製品仕様 の 仮 説定義を熟考

す る こ と で あ り、  目 的 の 定義に相 当する。次に 、探索（exptore ）と は 、仕様 と設 計 を並列 的 で 反

復 的に 実行 し試作 を重 ね る こ と で あ り、  シ ス テ ム 合成 と  シ ス テ ム 解析 に相 当する 。適 応

（adapt ）と は、探索 の 結果 を技術 面 か ら、顧 客 の 目か ら、事業 の 観点か ら レ ビ 」 ・・一し適合 させ る

こ とであ り、  最適 シ ス テ ム の 選 定に相当する。こ の よ うに APM の イ テ レ ーシ ョ ン モ デル は 、

シ ス テ ム ズエ ン ジ ニ ア リン グプ ロ セ ス の フ ィ
ー

ドバ ッ ク モ デル と完全 に整合す る こ と が分か る。

詰ま り は 、APM の フ レ
ーム ワ ー

クは、ハ
ー

ドシ ス テ ム ズア プ ロ
ー

チ にお け る、局所 的なハ
ー

ド

シ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リン グモ デル （Hard　Systems　Profiling　Model ：HSPM ）と位置 づ ける こ とが

で き る。

4 ．P2M へ の イ ン プ リケ
ー

シ ョ ン

　　　　　　 
　　　　覊攤

， 黜　　　　　　匹
鑼蠶驫 1

覊瀚 鱸 槲 ・鰄 一 轗 識醗
騾llll難黶署甥鸞 黷ll…li｝ll難
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肖 げ
　 o 蝕 Co ．　L重己

　A．D ホ ー
ル の 学説 に 準 拠 し た P2M の ラ イ フ サ イ ク ル に 、　 SSM べ 一

ス の 価値創 造 モ デル と APM ベ

ース の 価値実現 モ デル を マ ッ ピ ン グ し た概念図 を示 す。Phase1 （調 査 研 究）で は、大域 的な ソ フ

トシ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リン グモ デル （Soft 　Systcms 　Profiling 　M（）del： SSPM ）と して の SSM が 、

構想計 画 と して の 問題 の 設定を行 う。っ ま りは Program 　Plannlng で ある。 こ こ で 炙 り出 され た

プ ロ ジ ェ ク トビ ジ ョ ン を Phase −2 （探求計 画）に受 け渡す 。
　Phase3 （開発計 画）と Phase4 （開発）

で は 、Phase2 と同 じ局 所 的 な ハ
ー

ドシ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リ ン グ モ デ ル （Hard　 Systems
Profilmg 　Model ： HSPM ）と して の APM が、フ ィ

ー
ドバ ッ クル

ー
プ を持 ちなが ら繰 り返 され る こ と

に な る。こ の ル
ー

プ を コ ン ピ ュ
・一

タ シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 等活用 し、高速 に 回 す こ と で 環境適 用 を行

えば、APM の イ テ レーシ ョ ン ル ープ と同 じ概念 に な る。つ ま りは 、フ ィ
ー ドバ ッ クル

ープ と イ テ

レ
ー

シ ョ ン ル
ー

プ の 底流 は 同じ で あ る と考え る。従 っ て 、SSM も APM も、概念的に は P2M の フ レ

ー・
ム ワ

ー
ク に 取 り込 む こ とが 可能 と な る 。

こ の 大域的で 且 つ 局所的で濃密なイ ン タ ラ ク シ ョ ン を

通 じて 、ナ レ ッ ジ （情報 ・知識 ）を共有 しなが ら価値を共創 して い くた め に は 、 イ ン フ ラ と し て

の PPM （Phased　Project　Management ）概念 に基 づ く組織成 熟度 が 必 要に なる。従 っ て 、（SSM ＋

APM一トPPM）連携モ デル で 、組織能力を高め る こ とが 重要 で ある と考える。

　
一

方 、DOD （Department　of 　Defense ：米 国国防総省）規定で は、シ ス テ ム ズマ ネジ メ ン トの 概
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念は、戦略 （プ ロ グラ ム ）策 定段 階に お け る シ ス テ ム ズ ア ナ リシ ス の 活用 と、プ ロ グラ ム の 実施

（プ ロ ジ ェ ク ト）段階にお けるプ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ メ ン トの 実施 に あ る と される、t シ ス テ ム ズ マ

ネ ジ メ ン トの 概 念 が全 体的 な もの で あ っ て 、そ の
．・
部 に プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ メ ン トを 包含 して い

る とす る。また、戦 略 （プ ロ グ ラ ム ）策定段 階は シ ス テ ム ズ ア ナ リシ ス 中心 で なされ る と す る。

　こ れ は 「何 をやる か （What 　to　do）、1 とい う全体 目的 （シ ス テ ム ）が 所与 の もの と して、明確 な

ハ
ー ドシ ス テ ム ズ ア プ ロ ーチ に基づ く考え方で ある。従 っ て 、そ の 構想 フ ェ

ーズは、サブシ ス テ

ム の 明確化 と い うア ナ リシ ス （解析）中心 の も の となる。し か し、「何 をや るか（what 　to　do）」 が

明確で ない 、ソ フ トシ ス テ ム ズ ア プ ロ
ー

チ にお い ては、シ ン セ シ ス （合成 ）主導 の ア プ ロ
ー

チ に

な らざるを得 ない 。詰ま りは、シ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リン グモ デル （SPM ）の 流れ が、シ ス テ ム ズ

ア ナ リ シ ス （SA ）指 向 か ら、シ ス テ ム ズ シ ン セ シ ス （SS ）指 向ま た は シ ス テ ム ズ ア ブ ダ ク シ ョ ン

（SAb ）指向 へ と、変わ っ て い く、t

　も う
一

つ は 、従 来 の ハ
ー

ドシ ス テ ム ズ ア プ ロ ーチ で は 、プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ メ ン トは 「ど の よ

うに や るか（How 　to　do）」 とい うシ ス テ ム ズ エ ン ジ ニ ア リン グ の フ レ ーム ワーク の 下 で 、規定 さ

れ て きた とい う事 実が あ る 。 し か し、今後 の ソ フ トシ ス テ ム ズ ア プ ロ
ー

チ に お い て は 、「正 し い

日的 （What ）」を 「正 しい 対応（How ）」 で とい うP2M の フ レーム ワーク の 下 で 、シ ス テ ム ズ エ ン ジ

ニ ア リン グが再定義 され る 時期で は な い か と考え る。

5 ，結論

　どん な方 法論 も、常 にあ る理念型 （ideal　type＞を述 べ て い るに過 ぎな い 。どんな場合 で も 、
ユ
ー

ザ
ー

が 自らの 状 況に応 じて、使 い やす い よ うな形に して 使 用 され るべ きで ある 。 状況に応 じて 、

適用 す る人 に よっ て 、形 を変える こ とが で き る こ とが、方法 論 の 重要 なポイ ン トで あ る。こ の 意

味 で 、P2M は窮 め て 柔軟で創造的 な、知識 フ レ
ーム ワ

ー
クを提供 す る こ とを見 て きた 。 そ σ）駆

動 力 とな る の は SystemsAnalysis（SA）、　Systems　Synthesis（SS）、及 び Systems　Abduction（SAb ）

か らな る、Systems 　Profiling　Model（SPM ）で あ る と看破 され る。

　更 に 、実 証 研 究 の 旅 は 続 く …　　 。

以上
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